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The process in the formation of relationships between the children in social care and the





































ファミリーに滞在するわけでもない．『平成 21 年版 高















































れまでに 5 回実施しており，そのうち 4 回の調査でホス
トファミリーに対する聞き取り調査をおこなっている
























































年 8 月 25 日），児童養護施設の子どもである D 児（小
学校高学年，女児）に関するエピソードをまとめたもの
である．D 児は被虐待の経験を有している．





















第３回 2012/ 8 /21 ～ 8 /28 「地域を考える会」会員・深沢晟雄資料館館長・行政職員・ホストファミリー・事業主催実行委員会メンバー
第10回全国・西和賀まる
ごと児童養護施設事業　
第４回 2013/ 2 / 7 ～ 2 /11 「西和賀の雪を見る会」（西和賀町の将来を語る会）メンバ ・ー「地域を考える会」メンバー・深沢晟雄資料館館長 雪あかり（地域行事）








　そのような D 児に対して C さんは，「だから，あなた
たちに来てもらったの」と応答した．やがて，ホームス












児の目に映るようになった．同時に D 児は C さんに，「か
わいい花」や「チョウチョ」を見つけたことを伝えたい
と思うようになったのである．



















分を C さんに見てもらいたいという行為であり，C さ
んからの関心を期待する気もちが込められていると言え
る．また C さんが，このエピソードを語ったというこ
とから，D 児の伝えるという行為は C さんによって受
けとめられ，C さんは D 児が発見した「もの」を D 児




























　西和賀町における C さん宅での 1 泊 2 日のホームス

























































D 児は，自分が新たに発見した「もの」を C さんに伝
えるとき，「かわいい花が咲いている！」，「チョウチョ
がとんでる！」とは言わなかった．D 児は，「おばさん
4 4 4 4
，
かわいい花が咲いている！」，「おばさん
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